
着
　
【
注
意
事
項
】　

応
募
作
品
は
本
人

発
案（
他
の
著
作
権

を
侵
害
し
な
い
も

の
）か
つ
未
発
表
の

も
の
で
一
人
２
点

ま
で
に
限
り
ま
す

▽
版
権
は
市
に
委

ね
ら
れ
ま
す
▽
提

出
し
た
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
▽
採

用
作
品
は
バ
ッ
グ

に
プ
リ
ン
ト
す
る

際
に
一
部
加
工
・
修
正
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

審

査

・

選

定

　
【
審
査
機
関
】
同
実
行
委
員
会
・

東
久
留
米
市
（
同
課
）

　
【
審
査
基
準
】バ
ッ
グ
の
利
用
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
環
境
に
関

す
る
も
の
で
、
プ
リ
ン
ト
す
る
の

に
適
し
た
も
の

　
【
結
果
発
表
】４
月
中
に
入
賞
者

へ
表
彰
式
（
６
月
開
催
の
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
実
施
）
の
案

内
と
と
も
に
通
知
。
ま
た
、
入
賞

者
名
と
作
品
を
、
広
報
紙
（
作
品

を
除
く
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
環

境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
掲
載
予
定

　
【
賞
品
】
バ
ッ
グ
の
ほ
か
、
最
優

秀
賞
（
１
点
）
に
は
１
万
円
分
の

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
、
優
秀
賞
（
５
点
）

に
は
２
０
０
０
円
分
の
ギ
フ
ト

カ
ー
ド

　

詳
し
く
は
環
境
政
策
課
緯
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

会
員
募
集

　

◆
東
久
留
米
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
会　

毎
月

１
回
。
市
内
お
よ
び
近
く
の

探
鳥
地
へ
日
帰
り
。
会
費
年

１
２
０
０
円
。
余
暇
の
楽
し

み
に
、
自
然
環
境
学
習
に
も

最
適
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
森
緯
４
７
５
・
９
０
６

０
へ
。

　

◆
繪
硝
子
（
え
が
ら
す
）

俳
句
会　

毎
月
第
１
水
曜

日
・
第
３
金
曜
日
（
第
４
土

曜
日
は
初
心
者
）、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
会
費
１
回

１
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
吉

田
緯
４
７
３
・
４
０
８
１
へ
。

　

◆
合
気
道　

七
曜
会　

毎

月
第
２
・
第
４
①
水
曜
日
午

前
９
時　

分
か
ら
②
金
曜
日

１５

午
後
７
時
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０

０
０
円
。
会
費
月
２
０
０
０

円
。
初
心
者
、
中
・
高
年
齢

の
方
。
詳
し
く
は
阿
部
緯
０

８
０
・
５
０
０
８
・
９
１
４

４
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
打
ち

う
ど
ん
の
会　

３
月　

日
１３

（
日
）
が
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
、
３
月　

日
（
土
）
が

２６

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
い

ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時
。

材
料
費
な
ど
１
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
長
嶋
緯
４
７
３
・

９
１
１
９
へ
。

　

◆
楊
名
時〈
よ
う
め
い
じ
〉

気
功
太
極
拳
（
太
極
拳
サ
ー

ク
ル
）　

毎
週
金
曜
日
の
午

後
２
時
～
３
時
半
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
西
団
地

９
号
棟
横
）
で
。
会
費
月
１

５
０
０
円
。
創
立　

年
目
。

１９

初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。

中
・
高
年
齢
の
方
向
き
。
詳

し
く
は
三
島
緯
４
７
５
・
１

７
９
８
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス

　

月
３
回
。
木
曜
日
の
午
後
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
講
師
の
柴

田
泰
子
氏
に
よ
る
指
導
で
、

高
レ
ベ
ル
の
合
唱
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
磯
島

緯
４
７
４
・
２
５
５
８
へ
。

　

◆
総
会
・
懇
親
会
・
物
産

展
示
・
バ
ス
旅
行
な
ど
（
東

久
留
米
市
長
野
県
人
会
）　

各
活
動
は
年
１
回
（
役
員
会

は
月
１
回
）。
総
会
は
４
月

　

日（
日
）。
市
商
工
会
館
で
。

１０会
費
年
１
５
０
０
円
。
信
州

が
ふ
る
さ
と
の
方
、
好
き
な

方
。
長
野
県
に
興
味
の
あ
る

方
。
詳
し
く
は
小
林
緯
４
７

５
・
４
１
８
８
へ
。

　

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス　

毎
週
①
月
曜
日
午
前　
１０

時
半
か
ら
②
金
曜
日
午
前　
１０

時
か
ら
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
な
ど
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
。
会
費
１
回
５
０
０
円
。

無
料
体
験
あ
り
。　

歳
～　

３０

６０

歳
の
方
。
詳
し
く
は
栗
田
緯

０
９
０
・
３
７
８
３
・
５
０

７
５
へ
。

　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
ク

ラ
ブ　

毎
月
第
２
・
第
４
水

曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３
時

半
、
東
久
留
米
駅
前
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
。
会
費
月
３
５
０

０
円
。
演
歌
か
ら
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ま
で
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
作
曲
家
に
よ
る
指

導
あ
り
。
詳
し
く
は
大
沢
緯

４
７
４
・
８
３
３
１
へ
。

　

◆
ゴ
ル
フ
（
カ
タ
ツ
ム
リ

の
会
）　

平
日
の
午
前
８
時

半
～　

時
、
本
町
三
丁
目
の

１０

ゴ
ル
フ
練
習
場
で
。
会
費
年

２
０
０
０
円
。
初
心
者
お
よ

び
女
性
歓
迎
。
練
習
、
コ
ン

ペ
な
ど
。
詳
し
く
は
佐
々
木

緯
０
９
０
・
３
４
０
２
・
７

７
６
０
へ
。

　

◆
室
内
で
行
う
カ
ー
リ
ン

グ（
ユ
ニ
カ
ー
ル
同
好
会
）　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時
～

正
午
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。
ボ
ー

リ
ン
グ
の
よ
う
に
投
げ
、
気

軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は

三
溝
（
さ
み
ぞ
）
緯
４
７
２
・

８
２
８
２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
滝
山
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル　

毎
月
第
２
・

第
４
日
曜
日
の
午
後
１
時
～

５
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
。
会
費
月
２
０
０
０
円

（
別
に
発
表
会
の
積
立
あ

り
）。
マ
ン
ド
リ
ン
、
マ
ン

ド
ラ
、
ギ
タ
ー
パ
ー
ト
ほ
か
。

年
１
回
、
研
究
発
表
会
。
詳

し
く
は
高
橋
緯
４
７
２
・
１

３
１
５
へ
。

　

◆
気
功
健
康
法
の
会　

月

３
～
４
回
。
木
曜
日
の
午
前

　

時
半
～
正
午
、
生
涯
学
習

１０セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金

２
０
０
０
円
。
会
費
月
２
５

０
０
円
。
豊
富
な
知
識
と
豊

か
な
経
験
の
指
導
者
の
も
と

で
。
詳
し
く
は
神
保
（
じ
ん

ぼ
）
緯
４
７
４
・
１
７
７
８

へ
。

　

◆
歌
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
懐
か
し
の
歌
と
お

喋
〈
し
ゃ
べ
〉
り
の
会
）　

毎

月
第
３
水
曜
日
の
午
後
２
時

～
４
時
、
都
営
大
門
二
丁
目

ア
パ
ー
ト
集
会
所
で
。
会
費

月
２
０
０
円
。
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
に
合
わ
せ
て
歌
い
気
軽

に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
一
政（
い
ち
ま
さ
）

緯
０
８
０
・
２
０
４
７
・
０

３
８
２
へ
。

　

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
ウ
イ
ン
グ
ス
）　

毎
週
水

曜
・
金
曜
日
の
午
前　

時
～

１０

正
午
、
南
町
運
動
広
場
ま
た

は
滝
山
球
場
で
。
会
費
月
６

０
０
円
。
経
験
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
金
子
緯
０
９
０
・
９

８
５
８
・
３
３
７
３
へ
。

　

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
東

久
留
米
マ
リ
ア
ン
ヌ
）　

第

２
～
第
４
水
曜
日
の
午
後
１

時　

分
か
ら
、
市
民
プ
ラ
ザ
、

１５
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
１
０
０
０
円
。
多
少
経
験

の
あ
る
方
。
詳
し
く
は
木
村

緯
４
７
１
・
０
２
２
１
（
夜

間
）
へ
。

　

◆
自
分
史
を
書
い
て
み
ま

せ
ん
か
（
東
京
高
齢
協
自
分

史
講
座
・
虹
の
会
）　

毎
月
第

４
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
か

ら
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
１
０
０
０
円
。
持

ち
寄
っ
た
原
稿
を
基
に
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
く

行
い
ま
す
。
見
学
歓
迎
。
詳

し
く
は
竹
田
緯
４
７
１
・
２

２
８
９
へ
。

催

し

　

◆
文
庫
ま
つ
り
（
東
久
留

米
地
域
文
庫
親
子
読
書
連
絡

会
）　

３
月　

日
（
土
）
午
後

１２

２
時
～
４
時
、
中
央
図
書
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料

無
料
。
市
内
の
文
庫
、
お
は

な
し
会
が
参
加
。
お
は
な
し
、

手
遊
び
な
ど
。
詳
し
く
は
吉

ざ
わ
４
７
７
・
２
０
４
６
へ
。

　

◆
手
打
ち
そ
ば
体
験
講
座

（
団
塊
く
る
ね
っ
と
）　

３

月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
～

４
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
参
加
費
１
５
０
０
円

（
参
加
券
は
同
会
館
、
東

部
・
南
部
・
西
部
の
各
地
域

セ
ン
タ
ー
で
頒
布
）。
手
打

ち
そ
ば
に
興
味
の
あ
る
初
心

者
歓
迎
。
定
員　

人
。
詳
し

３０

く
は
秋
本
緯
４
７
４
・
２
６

１
８
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
古
書
市
も
同
時
開
催
〉（
リ

サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
）　

３

月　

日
（
日
）
午
前　

時
～

２７

１０

午
後
４
時
、
市
役
所
１
階
屋

外
ひ
ろ
ば
で
。
古
書
を
寄
付

し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
当
日

午
前
９
時
過
ぎ
に
直
接
会
場

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
白
石
緯
４
７
４
・
９
５

２
０
へ
。

　

◆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と

ト
ー
ク
の
集
い
（
西
都
保
健

生
協
東
久
留
米
中
央
支
部
）

　

３
月　

日
（
月
）
午
後
２

２８

時
～
４
時
、
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
講
習
室
で
。
参
加
費
３

０
０
円
。
池
田
敏
美
氏
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と

ト
ー
ク
。
み
ん
な
で
歌
い
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
塩
田
緯

４
７
５
・
０
７
１
２
へ
。

　

◆
献
血
（
東
久
留
米
市
赤

十
字
奉
仕
団
）　

３
月　

日
１２

（
土
）
が
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
滝

山
店
（
滝
山
四
丁
目
）、　

日
１９

（
土
）
が
東
久
留
米
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ク
ル
ネ

（
野
火
止
一
丁
目
）
で
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
～

１０

４
時
（
午
前　

時
半
～
午
後

１１

１
時
を
除
く
）。
詳
し
く
は

竹
内
緯
４
７
３
・
０
８
４
８

へ
。そ

の
他

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
紙

芝
居（
さ
つ
き
会
）　

高
齢
者

施
設
や
学
童
保
育
所
な
ど
で

活
動
。
午
前
ま
た
は
午
後
、

１
人
か
２
人
で
活
動
で
き
る

方
。
紙
芝
居
は
図
書
館
で
借

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
新

堀
（
に
い
ぼ
り
）
緯
４
７
４
・

７
２
０
７
へ
。
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国
の
文
化
審
議
会
の
答
申
を
受

け
、
文
部
科
学
省
（
文
化
庁
）
は

　

３
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

の
期
間
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
お
き
る
と
大
き
く
な
り
や

す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
の
防
火
対
策
を
進
め

ま
し
ょ
う

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
８
割
は
住

宅
か
ら
発
生
し
て
い
て
、
住
宅
火

災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
の
約
５

割
が
「
発
見
の
遅
れ
」
に
よ
る
も

の
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

火
災
の
早
期
発
見
に
大
変
有
効
で

す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

建
造
物
で
、
付
書
院
欄
間
（
つ
け

し
ょ
い
ん
ら
ん
ま
）
の
彫
刻
は
著

名
な
島
村
俊
表（
し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う
）

の
作
品
で
す
。

　

３
つ
の
蔵
は
、
江
戸
時
代
末
期

建
築
の
「
土
蔵
」
と
「
穀
蔵
」、
明

治　

年
建
築
の
「
新
蔵
」
で
、
漆

３８
喰
（
し
っ
く
い
）
仕
上
げ
の
外
観

を
も
つ
清
澄
な
趣
を
木
立
の
な
か

に
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
薬
医
門
」
は
、
明
治　

年
建
築

１４

の
間
口
２
・
６
㍍
の
比
較
的
規
模

の
大
き
い
総
欅
（
け
や
き
）
造
り

の
門
で
、
屋
敷
地
の
南
東
部
に
重

厚
な
姿
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
「
中
雀
門
」
は
、
大
正
後
期
の
建

築
で
、
主
屋
の
横
に
あ
る
前
庭
と

奥
庭
を
画
す
る
切
妻（
き
り
づ
ま
）

造
り
の
門
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
村
野
家
住
宅
」

は
主
屋
を
中
心
に
江
戸
時
代
か
ら

明
治
・
大
正
期
の
建
造
物
が
配
置

さ
れ
、
当
時
の
農
家
建
築
の
典
型

的
な
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「
造
詣
（
ぞ
う
け
い
）
の
規
範
」

と
「
国
土
の
歴
史
的
景
観
」
と
い

う
基
準
に
よ
り
文
化
財
保
護
法
の

規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

柳
窪
地
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
期
に
か
け
て
の
建
造
物
や
屋

敷
林
な
ど
が
今
で
も
多
く
残
っ
て

い
て
、
都
の
「
雑
木
林
の
道
」
に

お
け
る
「
屋
敷
林
の
道
」
に
も
選

定
さ
れ
た
貴
重
な
景
観
が
保
全
さ

れ
て
い
る
場
所
で
す
。
さ
ら
に
周

囲
に
は
柳
窪
梅
林
の
碑
や
地
蔵
尊

な
ど
の
市
指
定
文
化
財
や
天
神
社

の
湧
（
ゆ
う
）
水
（
東
京
の
名
湧

水　

選
）
を
は
じ
め
、
柳
窪
緑
地

５７
保
全
地
域
な
ど
、
自
然
と
文
化
財

が
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的
景
観
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
か

ら
も
今
回
の
国
登
録
有
形
文
化
財

の
誕
生
は
大
変
意
義
の
あ
る
も
の

と
い
え
ま
す
。

ご

注

意

　
「
村
野
家
住
宅
」は
現
在
も
個
人

の
方
が
お
住
ま
い
の
住
宅
の
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
事
業
所
の
防
火
安
全
対
策

を
進
め
ま
し
ょ
う

　

防
火
管
理
と
は
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
万
が
一
の
場
合
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
対

策
を
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
自
ら

の
建
物
や
財
産
、
そ
し
て
お
客
や

従
業
員
の
生
命
、
身
体
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
防
火
管
理
の
原

則
で
あ
る
「
自
分
の
と
こ
ろ
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

１
月　

日
に「
村
野
家
住
宅
主
屋
」

２６

な
ど
７
件
を
国
登
録
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
と
し
て
登
録
し
ま
し

た
。
本
市
で
は
初
め
て
の
国
登
録

文
化
財
で
す
。

　

国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た

の
は
、
柳
窪
に
所
在
す
る
村
野
啓

一
郎
氏
所
有
の
村
野
家
住
宅
主

屋
・
離
れ
・
土
蔵
（
ど
ぞ
う
）・
穀

蔵（
こ
く
ぐ
ら
）・
新
蔵（
し
ん
ぐ

ら
）・
薬
医
門
（
や
く
い
も
ん
）・
中

雀
門
（
ち
ゅ
う
じ
ゃ
く
も
ん
）
の

建
造
物
７
件
で
、
江
戸
時
代
か
ら

大
正
期
に
か
け
て
の
農
村
風
景
を

現
代
に
伝
え
て
い
る
貴
重
な
歴
史

的
景
観
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

普
段
は
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
村
野
家
住
宅

を
含
む
柳
窪
地
域
の
見
学
会
は
、

地
域
の
団
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
年

数
回
と
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
毎
年
秋
に
実
施
す
る
「
東
京
文

化
財
ウ
ィ
ー
ク
見
学
会
」（
東
京
都

知
事
賞
受
賞
）
な
ど
を
定
期
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、「
村
野
家
住
宅
」
の
公
開

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
所
有
者
お

よ
び
関
係
機
関
と
の
間
で
調
整
し

て
い
ま
す
。
決
定
次
第
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
緯
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

全
従
業
員
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て

火
災
危
険
の
排
除
と
火
災
発
生
時

に
対
処
す
る
体
制
を
整
え
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
地
域
の
防
火
安
全
対
策
を

進
め
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災

は
、
発
見
の
遅
れ
か
ら
死
傷
者
の

発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
子
ど
も
に
は
幼
児
期
か
ら

火
遊
び
の
危
険
性
を
認
識
さ
せ
、

自
ら
の
安
全
を
守
る
こ
と
や
、
周

　

中
国
に
お
け
る
家
庭
の
中
で
の

父
親
の
役
割
や
家
事
の
分
担
な
ど

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

し
て
、
中
国
の
伝
統
的
な
家
庭
料

理
の
一
つ
で
あ
る
「
水
餃
子
」
を

作
り
な
が
ら
、
父
親
同
士
の
交
流

を
図
り
ま
す
。

　

企
画
・
運
営
は
パ
パ
ク
ラ
ブ
＠

東
久
留
米

　
【
日
時
】
３
月　

日
（
土
）
午
前

２６

　

時
～
午
後
１
時

１０
　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
料

理
室

　
【
講
師
】電
気
通
信
大
学
教
授
の

范
建
明
（
は
ん
け
ん
め
い
）
氏

　
【
対
象
】市
内
お
よ
び
近
隣
市
に

在
住
・
在
勤
で
子
育
て
中
の
父
親

今
回
登
録
さ
れ
た
建
造
物

　
「
主
屋
」
は
、
市
内
で
唯
一
現
存

す
る
茅
葺
（
か
や
ぶ
き
）
の
屋
根

を
も
つ
家
屋
で
、
江
戸
時
代
の
天

保
９
年
（
１
８
３
８
）
に
建
築
さ

れ
た
も
の
で
す
。
六
間
取
り
の
大

き
な
家
で
、
落
ち
着
い
た
入
母
屋

（
い
り
も
や
）
造
り
の
外
観
が
周

囲
の
屋
敷
林
と
よ
く
調
和
し
て
い

ま
す
。
幕
末
期
の
武
州
一
揆
（
ぶ

し
ゅ
う
い
っ
き
）
の
痕
跡
が
残
る

歴
史
的
な
価
値
も
有
し
て
い
ま
す
。

　
「
離
れ
」
は
、
明
治
後
期
に
建
て

ら
れ
た
木
造
平
屋
建
て
入
母
屋
造

り
に
洋
風
な
要
素
を
取
り
入
れ
た

　

女
性
や
男
性
の
生
き
方
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
鑑
賞
し
、
上
映

後
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
ま
す
。

　

ス
ー
・
モ
ン
ク
・
キ
ッ
ド
原
作

「
リ
リ
ィ
、
は
ち
み
つ
色
の
夏
」

を
映
画
化
。
原
作
は
世
界　

カ
国

３５

で
出
版
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
小
説
。
母
の
死
を
悲
し
み
続
け

て
い
る
少
女
リ
リ
ィ
が
、
虐
待
す

る
父
親
か
ら
逃
れ
、
ボ
ー
ト
ラ
イ

ト
３
姉
妹
と
出
会
う
。
主
催
は
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
。

　
【
日
時
】
３
月　

日
（
金
）
①
午

２５

前　

時
～
午
後
零
時
半
②
午
後
１

１０
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】①
②
の
い
ず
れ
も　

人
２４

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

※
２
歳
～
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
３
月　

日
（
木
）

１７

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き

（
一
人
１
枚
）
の
往
信
面
に
「
シ

ネ
マ
希
望
」
と
希
望
鑑
賞
時
間
帯

①
②
ま
た
は
③
（
ど
ち
ら
で
も
よ

　

市
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
と
市
で
は
、
身
近
で
で
き

る
温
暖
化
対
策
「
買
い
物
時
の
エ

コ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）
持
参
」

に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
、

バ
ッ
グ
の
生
地
に
プ
リ
ン
ト
す
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く

募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
受
賞
の

デ
ザ
イ
ン
（
１
作
品
の
み
）
は
、

バ
ッ
グ
に
プ
リ
ン
ト
し
て
、
６
月

開
催
の
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

来
場
者
に
配
布
し
ま
す
。

　

素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
勤

の
方

　
【
作
品
の
規
定（
デ
ザ
イ
ン
規

格
）】
白
地
に
、
単
色
で
マ
ー
ク
や

イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
絵
柄
（
文
字
の

有
無
不
問
）を
、最
大
で
縦　

㌢
㍍

２０

×
横　

㌢
㍍
の
プ
リ
ン
ト
範
囲

２０

内
、
原
寸
大
で
鮮
明
に
作
成

　

※
生
地
に
な
る
バ
ッ
グ
の
色
合

い
な
ど
、
詳
細
は
３
月
１
日
（
火
）

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
【
提
出
媒
体
】
電
子
デ
ー
タ
（
電

子
メ
ー
ル
で
送
付
）
ま
た
は
Ａ
４

判
の
用
紙
（
折
り
厳
禁
）
で
提
出

　
【
提
出
方
法
】
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
①

直
接
環
境
政
策
課（
市
役
所
５
階
）

へ
持
参
②
〒
２
０
３
倆
８
５
５
５
、

本
町
３
ノ
３
ノ
１
、
環
境
政
策
課

あ
て
郵
送
③
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
、

の
い
ず
れ
か
で

　
【
提
出
期
限
】３
月　

日（
木
）必

３１

　

学
校
で
会
う
友
達
と
は
違
う
、

市
内
各
地
域
か
ら
集
ま
っ
て
き
た

仲
間
と
共
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
男
女
異
年
齢
で
構
成
さ
れ
団

体
活
動
を
中
心
に
、
キ
ャ
ン
プ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
【
定
員
】
先
着　

人
２０

　
【
持 
ち 
物
】 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ
、
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
、
め
ん
棒
（
長
さ　

㌢
㍍

２０

程
度
）

　
【
参
加
費
】５
０
０
円（
材
料
費
）

　

※
２
歳
～
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は
３
月
２
日
（
水
）

～　

日
（
木
）
に
氏
名
（
ふ
り
が

１７
な
）・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番

号
）・
保
育
が
必
要
な
方
は
お
子
さ

ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
と
年
齢

を
、
電
話
（
４
７
２
・
０
０
６
１
）

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
２
・
０

０
５
３
）
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
（
火
曜
日
休
館
）
へ
。

囲
の
大
人
に
迅
速
に
火
災
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭

内
や
幼
稚
園
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
教
え
ま
し
ょ
う
。

消
防
フ
ェ
ア
を 

開

催

し

ま

す

　
【
日
時
】
３
月
５
日
（
土
）・
６

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

　
【
会
場
】イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
東

久
留
米
店

　
【
内
容
】消
防
自
動
車
と
記
念
写

真
、
消
防
相
談
（
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
、
応
急
救
護
技
術
の

習
得
）、
消
防
少
年
団
な
ど
に
よ

る
防
火
Ｐ
Ｒ

消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

　

消
防
署
と
消
防
団
が
参
加
し
、

合
同
の
消
防
演
習
を
行
い
ま
す
。

　
【
日
時
】
３
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら

　
【
会
場
】イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
東

久
留
米
店

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
緯

４
７
１
・
０
１
１
９
ま
た
は
市
防

災
防
犯
課
（
内
線
２
２
２
３
）
へ
。

　

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
仲

間
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
【
期
間
】４
月
～　

年
３
月
。
活

２４

動
は
毎
月
１
回
程
度

　

障
害
の
あ
る
青
年
層
を
対
象
に
、

料
理
教
室
・
歌
声
教
室
・
施
設
見

学
会
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ボ
ウ
リ
ン

グ
な
ど
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
同
じ
学
級
の
仲
間
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

申
込
書
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
事
務
室
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

い
）
の
番
号
を
明
記
し
て
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号

（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）・
保
育
が
必
要

な
方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
と
年
齢
を
記
入
の
上
、
返

信
面
に
も
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、

〒
２
０
３
倆
０
０
５
３
、
本
町
３

ノ
９
ノ
１
ノ
１
０
２
、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
緯
４
７

２
・
０
０
６
１
（
火
曜
日
休
館
）

へ
。

久
留
米
市
文
化
協
会
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。

　
【
活
動
日
時
】４
月
～　

年
３
月

２４

の
期
間
で
、
毎
月
１
回
程
度
。
主

に
日
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午

１０

（
活
動
内
容
に
よ
り
時
間
は
多
少

異
な
り
ま
す
）

　
【
会
場
】
主
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
の　
１６

歳
～　

歳
位
で
、
一
人
で
会
場
へ

３０

通
う
こ
と
が
で
き
る
独
身
の
方

　
【
費
用
】年
間
教
材
費
４
０
０
０

円
（
交
通
費
な
ど
は
、
別
途
個
人

負
担
）

　

申
し
込
み
は
３
月
１
日
（
火
）

～　

日
（
金
）
に
、
電
話
ま
た
は

１８
直
接
同
協
会
緯
４
７
７
・
４
７
０

０
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

募

集

し

ま

す

　
「
ひ
ば
り
学
級
」を
お
手
伝
い
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
年
間
活
動
日

の
う
ち
、
都
合
の
良
い
日
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
へ
。

　
【
対
象
】小
学
５
年
～
高
校
３
年

生
　
【
内
容
】
野
外
炊
事
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

　
【
費
用
】
年
間
１
５
０
０
円
（
た

だ
し
、
交
通
費
・
宿
泊
費
な
ど
は

別
途
個
人
負
担
）

　
【
定
員
】
先
着　

人
４０

　
【
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付

期
間
】
３
月
１
日
（
火
）
～　
２５

（
金
）。
申
込
書
は
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
事
務
室
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
久
留
米
市
文
化
協
会
窓
口
で

配
布
し
ま
す

　

詳
し
く
は
同
協
会
緯
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

　

広
報
紙
に
掲
載
す
る
「
市
民

伝
言
板
」の　

年
度
前
期
分（
４

２３

月　

日
号
～　

月
１
日
号
掲
載

１５

１０

分
）
を
、
３
月
１
日
（
火
）
午

前
８
時
半
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

各
号
と
も
、
発
行
日
の　

日
２０

前
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
（
企

画
調
整
課
秘
書
広
報
担
当
窓
口

〈
市
役
所
４
階
〉
で
配
布
中
）

に
記
入
の
上
、
月
曜
～
金
曜
日

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

に
、
直
接
同
担
当
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
郵
送
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

各
号
と
も
、
会
員
募
集
は　
１８

件
、
催
し
は　

件
ま
で
で
、
い

１２

ず
れ
も
先
着
順
で
受
け
付
け
ま

す
。

　
【
主
な
注
意
事
項
】①
掲
載
回

数
は
１
団
体
に
つ
き
１
年
度
に

４
回
ま
で
②
同
一
団
体
に
つ
い

て
は
３
号
以
上
間
隔
を
空
け
て

掲
載
③
原
則
と
し
て
市
内
で
活

動
す
る
団
体
を
掲
載

　

※
政
治
・
宗
教
活
動
、
営
利

活
動
、
売
名
行
為
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
構
成
員
相
互
の
連
絡
、

同
窓
会
の
告
知
な
ど
を
目
的
と

し
た
も
の
、
講
師
・
指
導
者
な

ど
が
生
徒
を
募
集
す
る
も
の
な

ど
に
つ
い
て
は
掲
載
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
緯
４
７

０
・
７
７
０
８
へ
。

「
市
民
伝
言
板
」

　

年
度
前
期
分
を
受
け
付
け
ま
す

２３
３
月
１
日
（
火
）
午
前
８
時
半
か
ら

郭郭
最大縦２０cm

最大横２０cm

作品の大きさと
表示位置（予定）のイメージ

　５月８日（日）に第七小学校で開催する
「東久留米子どもまつり」に向けて実行委員
会に参加し、一緒にまつりを作っていただけ
る団体を募集します。
　申し込みは３月１日（火）～１８日（金）に
生涯学習課（市役所６階）へ
　※実行委員会は３月１８日、４月１５日、いず
れも金曜日午後７時から生涯学習センターで
開催します。

キャッチフレーズをお寄せください

　誰もが気軽に参加でき、いきいきと楽しむ
子どもたちの姿であふれ、参加者同士でコ
ミュニケーションを深めることができる「子
どもまつり」にふさわしいキャッチフレーズ
を同時に募集します。ぜひ、お寄せください。
　【応募対象】小学生～高校生
　【応募用紙の配布など】３月１日（火）～１４
日（月）に、けやき・中央・くぬぎ・ひばり
の各児童館で配布、直接申し込みを
　詳しくは生涯学習課☎４７０・７７８４へ。

住宅用火災警報器（住警器）の効果
負傷者
発生率
(％)

死者
発生率
(％)

焼損
床面積
(㎡)

半焼以上
の割合
(％)

部分焼の
割合
(％)

区分

４３.０６.６１５.４１７.１４４.５住警器なし

３３.３４.３６.０４.３２１.６住警器あり

※東京消防庁「平成２２年版 火災の実態」平成２１年中の火災の特徴から引用

国の登録有形文化財国の登録有形文化財にに
登録されまし登録されましたた

柳窪・「村野家住宅柳窪・「村野家住宅」」

～本市では初めて～

「
水
餃
子
」を
作
り
な
が
ら
、父
親
同
士
で
交
流

「
水
餃
子
」を
作
り
な
が
ら
、父
親
同
士
で
交
流
！！

「「
続続
・・
男
子
厨
（
ち
ゅ
う
）
房
に
入
る

男
子
厨
（
ち
ゅ
う
）
房
に
入
る
」」

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
情

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
情
報報

上
映
映
画「
リ
リ
ィ
、
は
ち
み
つ
色
の
秘
密
」

シ
ネ
マ　

お
し
ゃ
べ
り

de

「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
」

　

年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

２３

（　

年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語
）

２２
「
住
警
器（
じ
ゅ
う
け
い
き
）　
頼
れ
る
我
が
家
の　
見
張
り
番
」

春春春春春春春春春春春春春春春春春
ののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動
ががががががががががががががががが
始始始始始始始始始始始始始始始始始
ままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

※
住
警
器
＝
住
宅
用
火
災
警
報
器

３
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
すす

エコバッグへの
プリント・デザイン
を募集します！

～ノーサンキューレジ袋～

◆環境政策課メールアドレス
kankyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp

いつもと違う仲間と「かまど炊き」に挑戦いつもと違う仲間と「かまど炊き」に挑戦！！

障
害
者
青
年
教
室「
ひ
ば
り
学
級
」

　

年
度
の
学
級
生
を
募
集
し
ま
す

２３

参加団体を募集します参加団体を募集します！！

東久留米子どもまつ東久留米子どもまつりり

　
【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報　
２３

年
２
月　

日
号
４
・
５
面
に
掲

１５

載
し
た
「
放
置
自
転
車
の
リ
サ

イ
ク
ル
」
の
記
事
中
、
施
設
管

理
課
管
理
調
整
担
当
の
電
話

番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
緯
４
７
０
・
７
７
６

４
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼

東
京
消
防
庁
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ュ
ー
タ
」

２３年春の火災予防運動ＰＲ用ポスター

江戸時代末期建築の「土蔵」 明治１４年建築で総けやき造りの「薬医門」

市内で唯一現存する茅葺（かやぶき）の屋根をもつ「村野家住宅主屋」

明治後期に建てられた木造平屋建て入母屋造りの「村野家離れ」

みどり東京・温暖化防止プロ
ジェクト市町村助成金事業


